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ゲブザ・モザンビーク大統領 

来県記念レポート 
 

 2008年5月31日、愛媛県松山市を訪れた初の国家元首、アルマンド・エミリオ・ゲブザ・

モザンビーク共和国大統領。5月10日に来県決定の知らせを受け、NPO法人えひめグローバ

ルネットワークと日本・モザンビーク市民友好協会が中心となって準備会を開き、「モザン

ビーク共和国大統領受入実行委員会（委員長：立川百恵）」を立ち上げました。 

愛媛県・松山市・企業・大学・NGO・市民と協働し、ゲブザ大統領をはじめ外務協力大臣、

教育文化大臣、公共事業・住宅大臣など閣僚を含む33名の代表団ご一行を迎え、加戸守行・

愛媛県知事、中村時広・松山市長への表敬、全日空ホテルでの歓迎レセプションに続いて、

愛媛大学、愛媛新聞社、株式会社愛亀の訪問を実施いたしました。 

非常に短い期間だったにも関らず、一丸となって受入れ準備を支えて下さった協賛企業の

皆様、レセプション会場で特別展示協力をして下さった帝人や愛媛飲料、ご寄付・ボランテ

ィアでご協力下さった多くの市民の皆様、そして各種メディアの方々に深く感謝いたします。 

ゲブザ大統領の来県は、行政と市民の距離を縮め、普段遠く感じられる「国際協力」の「国」

の枠を超えて「地域」とつながることの大切さや、市民の顔が見える外交を実感させるもの

となりました。「愛媛の皆さんとお会いできて嬉しい。友情を実感した。横浜で行われたア

フリカ開発会議の成果のひとつとしても評価している。」とゲブザ大統領から伝えられまし

た。ここでは、翌 6月 1日に掲載された各社の新聞記事とともにご報告いたします。 

 

 
 

▲ゲブザ大統領（左）と加戸知事（右）、表敬訪問にて 
 

 
 

▲ゲブザ大統領より中村市長へ「鍬を担ぐ女性」の武器アート贈呈 

 

愛媛新聞 2008年6月1日（日） 

モザンビーク大統領が来県 ―松山のNPO法人 自転車送る活動が縁― 
 

 アフリカ・モザンビークのアルマンド・ゲブザ大統領が 31日来県し、松山市大手町 1丁

目の愛媛新聞社などを訪れ、県民と交流した。大統領は「市民レベルで続いている愛媛とモ

ザンビークの交流を自分の目で確かめるために来た。これからも友情をはぐくんでいきまし

ょう」と述べ、愛媛との交流発展を願った。国家元首の愛媛訪問は初めて。 

  
モザンビーク共和国 

1975年、430年以上支配されたポルトガルから独立し

たものの、翌年から始まった内戦（代理戦争）で国土は

荒廃し経済は壊滅状態となった。92年に和平協定を結

んだのは、ゲブザ現大統領である。 

95年から現地 NGOが中心となって政府・警察・軍隊

と協力して「銃を鍬（くわ）へ」平和構築支援活動が始

まった。市民が行う平和構築の成功事例として世界でも

注目を集めている。2000年より、えひめグローバルネ

ットワークの呼びかけで松山市と市民が協働して武器

と交換するため放置自転車が贈られていること、2006

年に「日本・モザンビーク市民友好協会」が愛媛を拠点

に発足し、地域から地域へ、人から人への友好関係を築

きモザンビークに心を寄せる人々のネットワークを広

げていることから今回の愛媛訪問につながった。 
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 ゲブザ大統領は、モザンビークに松山市の放置自転車を送っているNPO法人（特定非営利

活動法人）えひめグローバルネットワーク（竹内よし子代表）の活動に関心を寄せ、5月末

に横浜市で開かれたアフリカ開発会議出席を機に愛媛入り。松山市内のホテルで歓迎レセプ

ションに臨んだ後、愛媛新聞者を訪れ、野本武男社長らと懇談した。 

 大統領は「モザンビークは長い紛争が終わって平和になったが、貧困などの課題と闘って

いる。愛媛を訪れて大切なのは人間同士のつながりだと感じた。遠い日本の愛媛でできた友

人との思い出を祖国に持ち帰りたい」と語り、帰途に就いた。 

 

「平和守る勇気くれた」モザンビーク大統領来県 

送られた自転車 銃と交換 NPO法人へ賛辞 
 

「心のこもった自転車は単なる移動の道具ではない。愛する祖国の平和を守る勇気を与え

てくれたことへの感謝を伝えるため愛媛に来た。ありがとう」―地球の反対側からやってき

たモザンビークのアルマンド・ゲブザ大統領はNPO法人（特定非営利活動法人）えひめグロ

ーバルネットワークが 2000年から続けている放置自転車をモザンビークへ送る活動に最大

限の賛辞を贈った。 

 同法人が贈った自転車は計500台。自転車は内戦の影響で一般家庭に残っている銃と交換。

市民は武器の代わりに交通手段を手に入れる仕組みで、平和に役立っている。 

 大統領は同法人の竹内よし子代表をこうたたえた。「クリエーティブでダイナミック。日

本、愛媛とモザンビークを近づけ、交流を広げてくれた」。愛媛の小さな団体の地道な活動

が貧困にあえぐ国に勇気を与え、大統領訪問につながった。 

 大統領は午後から伊予郡松前町北川原の企業を訪れ、簡易な機械を使った井戸掘りや道路

補修の実演を見学。「日本の技術を使わせてもらい、水確保や産業開発などの問題を解決し

たい」と語った。 

 竹内代表は「市民レベルで国境を越えて支援できることがたくさんあると実感している。

愛媛の一人一人がモザンビークのために何ができるかを考えてもらえればうれしい」と話し

た。 

 

愛媛新聞 地軸 
 

「苦しみをなめ尽くしたからだに、数え切れない不幸と、労働で湾曲した手で、疲れ果た

された大地に、鮮血の侵みとおった土地に―樹を植えるときがきた、いたるところに互いの

理解の種子を植えつけよう」 

 モザンビークの詩人リリノー・ミカイアの「自由の樹」に、こんな一節がある。（秋吉久

紀夫訳）。ポルトガルからの独立にようやく手が届こうかというころの作。辛苦が深かった

ぶん、希望もあふれんばかりだったにちがいない。 

 だが1975年の独立後も内戦はやまない。92年の終結まで、なお大地を血で染め続けた。

そのうえ市民社会に忌まわしい銃を置き去りにした。自由や平和の願いを何度も裏切られた

人々は、いったいいくつの哀歌をつづったことか。 

 その銃の回収を支援する交換物資としてえひめグローバルネットワークが松山から放置

自転車を送り始めて8年。アフリカ開発会議に臨んだアルマンド・ゲブザ大統領が、活動の

縁で来県した。市民の行動が開いて政府の心を動かす。その姿に今度はこちらが身近な市民

の力を思い知らされる。資源特需で急成長が続く一方、食糧危機が貧困層を襲う―大統領の

語ったモザンビークはアフリカの縮図だ。克服するための農業技術や井戸掘りでは県内企業

にも熱い目を向けた。 

 どれもが詩人のいう「理解の種子」だろう。互いが相集う大樹に育てばいい。 

 

朝日新聞 2008年6月1日（日） 

武装解除協力に松山訪問し謝辞 

 ―モザンビーク大統領― 
 

 第4回アフリカ開発会議に出席したモザンビークのア

ルマンド・エミリオ・ゲブーザ大統領が 31日、松山市

を訪問し、同国に自転車を送り、民家などに眠る武器と

交換する活動をしている市民らに謝辞を述べた。 

 NPO法人「えひめグローバルネットワーク」（竹内よし

子代表）は 00年以降、松山市から無償で譲り受けた放

置自転車を送り、武器と交換する「武装解除」に取り組

んでいる。これまでに自転車約500台を届け、現地のNGO

が武器を回収している。 

 大統領は市内のホテルでの歓迎会で、「平和実現のた

めに勇気を与えてくれる自転車だ。貧困と闘うモザンビ

ークを支援してくれる日本の皆さんに感謝したい」と語

った。 

 

 

 

 

産経新聞 平成20年6月1日（日） 

モザンビーク大統領視察 松山のNPO招待、開発会議後訪問 
 

 横浜市で開かれた第 4回アフリカ開発会議に出席したモザンビークのゲブーザ大統

領の一行約30人が 31日、支援活動を続けてきた松山市内の NPO法人などの招きで愛

媛県入りし、井戸掘りなどの実際を見学した。 

 
 

▲愛媛の布地図を大統領に手渡す小澤ヨシ子さん 
 

小さな子どもからお年寄りまで参加したという心の

込もった手作り作品。昨年1月に、日本・モザンビ

ーク外交 30周年記念でゲブザ大統領が東京を訪れ

た際には、「日本・モザンビーク市民友好協会」から

モザンビークの布地図を贈った経緯がある。今回、

小澤さんたちの市民グループは、「愛媛に来てもらえ

て嬉しい。来県を記念して愛媛を知ってもらおうと

取り組んだ。」という。大統領は市民の皆さん一人ひ

とりと握手してお礼を述べた。 

 
 

▲新玉小学校の教員の皆さんと記念撮影 

ゲブザ大統領と加戸知事とともに 
 

松山市が市内の小・中学校に講師を派遣する「平和

の語り部」事業がきっかけとなり、昨年の6年生は

総合学習でモザンビークについて1年間を通して学

んだ経緯がある。この日、松山市からプレゼントさ

れた伊予漫才の伝統芸能を披露したメンバーの中に

その卒業生が含まれていた。 
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▲モザンビークに未だ残存する武器と不発弾の処理を行っているところ 
 

松山市から贈られた自転車は、この武装解除に役立てられる。平和がないところに発展

はない。市民は「真の平和」とともに、環境に配慮した持続可能な社会づくりのための

発展を願っている。頑張っているモザンビークの人々の日々の暮らしは厳しい。1日1

ドル以下の国民は54％いる。毎日、安全な水が得られるように、すべての子どもたちに

教育が行き届くように、フェアトレード（公正貿易）の促進による雇用の確保ができる

ように…貧困と闘うモザンビーク市民を応援したい―これが、現在、えひめグローバル

ネットワークがモザンビークのモアンバ群で取り組んでいる「エコ＆ピース」プロジェ

クトの目標となっている。 
■当日のスケジュール・訪問先■ 

東京・羽田より松山空港到着 

歓迎レセプション（松山全日空ホテル） 

愛媛大学 

愛媛新聞社 

株式会社愛亀（伊予郡松前町） 

記者インタビュー（松山空港） 

松山空港より東京・羽田へ移動 




